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一眼レフカメラを持って出かけませんか？写真撮影は、構図を決めたリ、一瞬を

捉えたり、集中力や瞬発力が必要です。頭脳スポーツとも言えます。カメラを通すと

今まで気づかなかった視点で風景が見えたり、ペットのかわいい仕草に気づいたり、新しい被写体

を探して旅行に行ったり、「発見」がどんどん広がっていきます。

休日に【春】を探そうと思い、花壇にレンズを向けてみると、いつも抜いてしまう雑草がこんなに

きれいだったなんて！とビックリ！「ホトケノザ」とういう草です。七草のホトケノザとは違いま

すよ。食べられません。アップで見るとこんな感じです。蘭の花のようですよね。マクロレンズで

撮りました。次のお休みは、桜を撮りに行こうと思います。

寒い寒い冬も終わり、春がやってきました。氷の下でじっとしていた我が家のメダカも元気に
泳ぎ始めました。
庭のクロッカスや沈丁花も『待ってました！』とばかりに、かわいい花が咲き始めました。
春になると動きだしたくなるのは、人間も同じですよね。

今から48年前、1970年3月1日から、9月13日まで大阪万国博がありました。

行かれましたか？まだ生まれてなかった？まだ生まれてなかった若い方達でも
大阪万博記念公園の太陽の塔はご存知ですよね？芸術家 岡本太郎さんが、
「とにかくべらぼうなものを作ってやる」と考え総高70mの太陽の塔をデザイン。
大阪万博のシンボルだった太陽の塔の内部が再生され、3月19日から公開が始まっ
ています。48年ぶりの公開です。と言っても、見るためには、事前予約が必要です。
4カ月先までの予約が出来ます。このかわらばんを見ていただく頃、きっと７月

までは、既にいっぱいだと思います。8月からの予約が可能です。
太陽の塔には、4つの顔があります。正面の2つ。 金色に輝き未来を象徴する「黄金の顔」、現在を象徴
する正面の「太陽の顔」、そして、過去を象徴する背面の「黒い太陽」、もう1つは、塔の内部にある

「地底の太陽」です。この地底の太陽は、行方不明になっていて、今回新しく復元されました。
内部は、「生命の樹」と巨大な生物模型が再現されています。是非、見たいですね。 『黒い太陽』 「地底の太陽」

作製のための模型

最近、皆さん、スマートフォンやタブレット使っておられますよね。写真もたくさん撮っているのでは？
私も、お花や景色、お料理などなど、なんでも手軽にパシャ! Lineの写真や動画も保存。写真がどんどん増えていきます。

スマホのこんな絵のアプリ使っていますか？そうです！『Google フォト』！もう使っていますよね！
スマホで撮った写真をどんどんクラウドにバックアップしてくれて、タブレットやパソコンなど、どこからでも見られるし、
お友達や家族にも簡単に共有して、見て欲しい写真だけを見てもらえます。他の人が、ダウンロート゛するのも簡単です。
昔みたいに、写真を焼き増しして渡すことはなくなってきましたね。

便利ですよね。さらに、びっくりなのは、位置情報を入れておくと、撮りっぱなしの写真で、勝手にアルバムを作ってくれます。
先日、旅行から帰ったら、勝手に地図まで付いてアルバムが出来ていました。
特定の誰かだけの写真をピックアップして見ることも出来ます。「くま」と検索してみました。
私の写真の中から、くまのぬいぐるみや、くまの置き物などがずらりとならんで、びっくり！「猫」「犬」なんて検索も出来ますよ。
写真の整理なんて面倒と思ってるあなたにピッタリです。
しかも無料で、容量も無制限！色合い、色、明るさの調整、さらには切り抜き・回転といった簡単な画像の編集まで出来ちゃいます。
こんないいアプリ、使わないなんてもったいないですよね。
私は、スマホ、タブレット、パソコンに取り込んだ一眼レフの写真、動画もみんなGoogleフォトにアップしています。
何もタグを付けてないのに検索が簡単！ちょっと恐いくらいです。！
かなり大きなサイズの写真や動画を保存する有料のサービスもありますが、無料のサービスで十分です。
MacでもWindowsでもiPhoneでもｱﾝﾄﾞﾛｲﾄﾞでも使えます。
必要なのは、Googleアカウントです。
Googleアカウント持っていても持っていることに気づいてない方、結構あります。アンドロイドのスマートフォン開通してる方は、持ってる
かと思います。作るのは、無料で簡単にすぐ出来ます。

今月のお花の種は、ポピーです。
日当たり、水はけの良い所にすぐ蒔いてください。
小さな種なので、まとめて芽が出てきたら間引いてください。
かわいいお花が咲きますよ。


